
 
 

 

 

概要 

住宅の断熱・気密性は近年急速に高まっている 

ZEH を超える高断熱住宅の供給者は、冷暖房能力の小さい AC を購入者に勧めることもある 

AC の購買者及び製造者、販売店は、設置する部屋の畳数と構造により、AC の能力を決めるが実情 

不必要な大型 AC となり消費電力が減らない一面がある 

1964 年に策定された判定基準に、現在の断熱性能に見合う水準を加えたい 

エネルギー消費にかかわる配慮と健康にかかわる情報を AC 購入者に提供したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型の機器は、小型よりエネルギー消費効率が小さい 

 

千葉 陽輔（旭化成ホームズ株式会社） 
【最優秀賞】 

ZEH 住宅を主とする断熱強化した住宅に対する 

エアコンディショナー（AC)の暖冷房能力判断基準ガイドラインの策定 

参加メンバー： ＺＥＨ事業者、エアコンメーカー、電力消費にかかわる研究機関ななど 

期間 ： 2020 年 5 月 ～ 2021 年 3 月（予定） 

内容 ： ZEH を主とする高断熱住宅の熱負荷算定と機器能力の判断、室内温熱環境が居住者の健康に与える影響の情報提供 

研究会 

熱負荷による機器選定の例 

ルームエアコンディショナーのエネルギー消費効率の区分の判断 平成 24 年 12 月 4 日 

暖房立ち上がり時の最大負荷を考慮し機器を選定 

LDK は 2.8ｋＷタイプ 2 台 ⇒  2.2ｋＷタイプ  

建築研究所 HP より 

暖かい室内環境を半分以下の電気代で得られる 

住宅の断熱性能は格段に良くなっている 

1979 年と比べても熱の逃げは 1/7 に 


